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岩出町大宮緑地総合運動公園岩出町大宮緑地総合運動公園



河道内樹木河道内樹木

左岸（対岸）より撮影左岸（対岸）より撮影

右岸（運動公園側）より撮影右岸（運動公園側）より撮影

右岸および右岸および
左岸からの左岸からの
風景風景



経過

平成１４年の花火大会で花火が観客に平成１４年の花火大会で花火が観客に

当たる事故が発生当たる事故が発生

花火を高く打ち上げられなくなった花火を高く打ち上げられなくなった

花火を低くすると樹木が障害となり観覧花火を低くすると樹木が障害となり観覧

に支障に支障



岩出町花火大会（岩出夏祭り）岩出町花火大会（岩出夏祭り）

出典：岩出町ホームページ

８月最終土曜日に開催



横断図（１６．０ｋ付近）
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樹木の高さと花火の見え方樹木の高さと花火の見え方

77 mm
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花火打ち上げ位置花火打ち上げ位置樹木樹木最も近い観察位置最も近い観察位置
（通路）（通路）

110110mm1010mm

120120mm（（保安距離）保安距離）

高水敷（運動公園）高水敷（運動公園）

花火（４号玉）花火（４号玉）

出典：花火情報館ホームページ

紀の川紀の川

花火の規模花火の規模
••　４号玉　開く高さ＝　４号玉　開く高さ＝160160--170170mm
　　　　　　　　　　　　　　開いた直径＝開いた直径＝110110--120120mm
••　５　５号玉　開く高さ＝号玉　開く高さ＝190190--200200mm
　　　　　　　　　　　　　　開いた直径＝開いた直径＝150150--160160mm

花火（５号玉）花火（５号玉）
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花火の観察場所と見え方①花火の観察場所と見え方①

写真撮影位置と方向写真撮影位置と方向
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○内の数字は樹高(m)を表す



花火の観察場所と見え方②花火の観察場所と見え方②

写真撮影位置と方向写真撮影位置と方向
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花火打ち上げ位置花火打ち上げ位置

○内の数字は樹高(m)を表す



花火の観察場所と見え方③花火の観察場所と見え方③
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花火打ち上げ位置花火打ち上げ位置

○内の数字は樹高(m)を表す



花火の観察場所と見え方④花火の観察場所と見え方④
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治水上の観点からの樹木伐採治水上の観点からの樹木伐採

　岩出井町立総合運動公園付近での流　岩出井町立総合運動公園付近での流

下能力は十分にあり、治水上の観点か下能力は十分にあり、治水上の観点か

らの河道内樹木伐採の優先度は低い。らの河道内樹木伐採の優先度は低い。



ムクノキ・エノキ

花火打ち上げ位置

環境上の考慮すべき点（植生図）環境上の考慮すべき点（植生図）

総合運動公園

アキニレ・ヤナギ



環境上の考慮すべき点（環境図）環境上の考慮すべき点（環境図）

　この区間では、カワヂシャ、コイヌガラ
シ、コギシギシ等の特定種がみられる。



ムクノキ

暖帯から温帯にかけて分布。暖帯から温帯にかけて分布。

落葉性の高木で、高さ落葉性の高木で、高さ2020mmになる。になる。

河川では、ヤナギ林の下に生える。河川では、ヤナギ林の下に生える。

中流から下流にかけて、エノキと共にムクノキ中流から下流にかけて、エノキと共にムクノキ--エノキ群集を形成する。エノキ群集を形成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑



エノキ

暖帯から温帯の山地にかけて分布。暖帯から温帯の山地にかけて分布。

落葉の高木で、高さ落葉の高木で、高さ2020mmになる。になる。

ヤナギ林の下に芽生え、土壌が乾燥するとヤナギ林と取って代わる。ヤナギ林の下に芽生え、土壌が乾燥するとヤナギ林と取って代わる。

葉は左右不同で、先半分に鋸葉がある。葉は左右不同で、先半分に鋸葉がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑



アキニレ

出典：奈良教育大学ホームページ

関西地方の低地に多く分布。関西地方の低地に多く分布。

落葉高木で高さ１０ｍから１３ｍになる。落葉高木で高さ１０ｍから１３ｍになる。

川沿いに多く生息する。川沿いに多く生息する。

秋に花や実がつく。秋に花や実がつく。

貧栄養の土地や乾燥した土地でも生息する。貧栄養の土地や乾燥した土地でも生息する。

葉は、小さくて厚く、鋸歯はまるみを帯びる。葉は、小さくて厚く、鋸歯はまるみを帯びる。 左右対称ではない。左右対称ではない。



アカメヤナギ

中部地方以西に多く分布。中部地方以西に多く分布。

高さ高さ1515mmになる。になる。

平野の河岸などの水湿地に生息する。平野の河岸などの水湿地に生息する。

樹冠が広く、群生または単独で生息する。樹冠が広く、群生または単独で生息する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑　



ジャヤナギ

関東以南の本州に多く分布関東以南の本州に多く分布

高木で、高さ高木で、高さ1515mmになる。になる。

低湿地に多く見られ、アカメヤナギと同様、低湿地に多く見られ、アカメヤナギと同様、

主に、河川の中～下流の泥質土壌に生息。主に、河川の中～下流の泥質土壌に生息。

　　出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑出典：（財）リバーフロントセンター、川の生物図鑑



カワヂシャ

準絶滅危惧（環境省）準絶滅危惧（環境省）

アジアの熱帯から暖帯にかけて分布。アジアの熱帯から暖帯にかけて分布。

多年草で高さ多年草で高さ2020--5050㎝になる。㎝になる。

花期は花期は55--66月。月。

水辺や水田に生息する。水辺や水田に生息する。

　　　　　　　　　　　出典：林　弥栄、日本の野草　　　　　　　　　　　出典：林　弥栄、日本の野草



コイヌガラシコイヌガラシ

準絶滅危惧（環境省）準絶滅危惧（環境省）

関東以西から九州にかけて分布。関東以西から九州にかけて分布。

一年草。一年草。

春季の減水したため池や河川の湿地、水田や春季の減水したため池や河川の湿地、水田や

水路の周辺に群生する。水路の周辺に群生する。

出典：岡山理科大学ホームページ出典：岡山理科大学ホームページ



コギシギシコギシギシ

絶滅危惧Ⅱ類（環境省）絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

福島以南から沖縄にかけて分布。福島以南から沖縄にかけて分布。

多年草。多年草。

砂地に生育する。砂地に生育する。

出典：出典：MOMO’’s s HomePageHomePageホームページホームページ



過去の伐採事例過去の伐採事例

間伐実施時期：平成１５年３月
場所：麻生津橋　右岸下流（３０．８ｋ付近）
撮影日：平成１５年５月

間伐場所間伐場所

紀の川紀の川


